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【研究テーマ】 

1. 非タンパク質構成アミノ酸の設計・合成とその医薬化学的利用 

2. バイオインスパイアード分子の合成とその機能化研究 
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【研究費取得状況】 

1. 基盤研究(B)（継続），課題番号 17390007，「ヘリカル２次構造の制御とその機能化～



有機合成化学からのアプローチ」． 

2. 萌芽研究（継続），課題番号 19659023，「環状ジ置換アミノ酸配座固定ペプチドライ

ブラリーによる免疫制御分子の探索」． 

3. 特定領域（公募研究）（新規），課題番号 20037054，「生体模倣ビルドアップ型ヘリッ

クス２次構造による協奏不斉触媒の創製」． 

4. ＪＳＴシーズ発掘研究費（受託研究費）（新規），「生体内レドックス反応解析用アミ

ノ酸プローブの設計・合成」． 

 

  

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 56 編 （邦文） 4 編 

総説  （欧文） 2 編 （邦文） 2 編 

著書  （欧文） 0 編 （邦文） 1 編 

紀要  （欧文） 31 編 （邦文） 1 編 

特許      1 件（審査請求せず） 

 


